
 

 

２０１９年度事業報告書 

 

法人の名称  特定非営利活動法人 平塚市精神障害者地域生活支援連絡会 

 

１ 事業活動方針 

  平塚市・大磯町・二宮町の地域で生活する精神障がい者が自立した生活を営み、社会参

画することを促進するための多様な活動を行った。 

  原則的に平塚市の地域で生活する精神障がい者及び、家族を対象にして平塚市障害者地

域生活相談支援センター事業（平塚市障害者相談支援事業、平塚市地域活動支援センター

事業・指定特定相談支援事業・指定一般相談支援事業の総称）を実施し、多様な日常生活

の支援、相談等のサービスを実施した。 

 

２ 事業内容 

特定非営利活動に係る事業 

（１）相談支援事業 

・ 内 容           平塚市障害者地域生活相談支援センターほっとステ 

ーション平塚を運営し、障害者総合支援法に基づく､ 

障害者相談支援事業を行った。（詳細は、「平塚市障 

がい者相談支援センターほっとステーション平塚  

２０１９年度年度事業報告」参照） 

［相談支援事業］  面接・訪問・電話・同行支援により、生活スキル、対人

関係、公的手続等の日常的な問題、個々人の悩み、不安、

孤独感の解消を図るための相談、助言等を行った。 

その他、障害支援区分認定調査、サービス等利用計画作

成などを行った。また、住宅、就職、公共サービス等の生

活情報の提供を行うと共に、サービス利用等の調整等の支

援を行った。 

［関係機関連携］  平塚市自立支援協議会への参画および神奈川県精神障害

者地域移行・地域定着支援事業の実施を通じて、医療機

関・福祉事務所・保健所及び福祉サービス事業所等との連

携を図り、サービス利用等の調整、ケア会議等を行った。 

          その他、湘南西部障害保健福祉圏域自立支援協議会、差

別解消地域支援協議会、高齢者・障がい者虐待防止ネット

ワーク会議などへの参加を通じ、地域づくりの促進を図っ

た。 

 

・ 日 時      通年の事業として実施した。 



 

 

事業所の開設日：原則月曜日から金曜日および 

第２第４土曜日         

事業所の開設時間：原則９時３０分から１８時３０分 

 

・ 場 所         平塚市老松町２－１９ 読売高野ﾋビル ５０１号室 

 

・ 従事者          管理者１名（相談員と兼務） 

         相談員６名（内 1名は管理者と兼務、５名は地域活動 

支援センター事業と兼務・相談支援専門員、精神保健 

福祉士、社会福祉士、介護支援専門員） 

 

・ 利用者     精神障害のある方、又はそのご家族等 延８，７２８人 

 

・ 支出額     ２３，９５７，５０９円 

 

 

（２）地域生活支援事業  平塚市の地域活動支援センター事業実施要綱をもと 

に、以下の事業活動を行った。（詳細は、「平塚市障が 

い者相談支援センターほっとステーション平塚２０１９

年度上半期度事業報告」参照） 

［日常生活の支援］ 日中活動の場を確保することにより、他者との交流の機

会を提供した。また、食生活や対人関係の構築などの日常

生活に即した課題についての体験の機会を提供し、生活機

能の維持・向上を図った。 

          他の事業所や社会資源に関する情報提供や利用支援を

行い、個々人のライフプランにおけるステップアップの場

としての機能も有している。 

 

・ 日 時      通年の事業活動とし、週５日、原則として１０時から 

１６時まで開所した。プログラムの内容によっては、 

１３時から１９時までの開所とした。 

 

・場 所      平塚市老松町２－１９ 読売高野ビル  

５０２号・５０３号室 

 

・ 従事者人員 管理者１名（相談支援事業と兼務） 

活動支援員６名（内５名は相談支援事業と兼務 

・精神保健福祉士、社会福祉士） 



 

 

・ 利用者     精神障がいのある方  延４，０３３人 

 

・ 支出額    １５，２９９，９９１円  

 

（３）精神保健福祉の充実及び促進に関する事業 

    ①広報活動 

・ 内 容      毎月１回、ほっとステーション平塚の活動予定表を作成 

し、当事者および関係機関に E-Mailや郵送にてお届 

けした。また、法人およびほっとステーション平塚の 

ホームページを開設し、活動予定表などを随時更新し 

ている。  

 

・ 従事者      ３名 

 

・ 対象者      地域活動支援センター利用者、精神保健福祉手帳の交 

付を受けている方、会員、関係機関、精神保健福祉に 

関心のある市民等 

 

・ 支出額       月額５，０００円 

 

②普及啓発活動 

・ 内 容       精神保健福祉ボランティア講座へ協力し、精神障がい 

のある方の支援を行うボランティアの養成を行った。 

今年度は、ほっとステーション平塚に登録しているピ  

アサポーターも講座に参加し、当事者としての体験談を語

り、普及啓発活動に参画していただいた。 

 

     ・ 日 時      １１月１６日（土） 

               

・ 従事者     ２名（ピアサポーター１名含む） 

 

・ 対象者      精神保健福祉ボランティア講座の受講者約３５名 

 

・ 支出額       ０円 

 

   ③事業所運営のための法律相談促進事業 

・ 内 容       精神保健福祉に関する分野に精通した弁護士と、法人と 

して顧問契約を結び、会員がそれぞれの事業所の利用者の 



 

 

支援や事業所運営にも活用できるように、法律相談の多性 

を整備した。今年度は苦情対応に関しての相談が１件、労

務管理に関しての相談が２件、法人運営に関しての相談が

１件あった。 

 

     ・ 日 時      随時（E-Mailによる相談受付） 

               

・ 従事者     １名 

 

・ 対象者      会員事業所 

 

・ 支出額      月額１０，８００円 

 

 

（４）調査研究及び研修事業 

 ①地域精神保健福祉研究会議（定例会・要望活動） 

     ・ 内 容             会員団体間で、障がい者福祉や精神保健福祉に関する動

向の情報交換を行い、地域生活支援の質の向上を図った。 

                また、交流会・研修会・要望活動等の各事業内容の検討

を行った。 

 

     ・ 日 時    定例会   ：２０１９年７月１７日（水） 

                    ・実施予定事業の検討など 

                    ・外部会議の報告など 

                    ・情報交換、その他 

       要望書提出 ：９月市議会に向けた要望書の提出はできなかった。 

 

・ 支出額     ０円 

 

②障害福祉サービス、地域生活支援事業など職員研修 

      ・内 容    『若年層の方の社会参加の支援について』 

 

      ・日 時        ２０１９年１２月１６日 

 

      ・講 師    川本絵理氏 （神奈川県精神保健福祉センター医師） 

 

      ・参加者    １８名 

 



 

 

  （５） 交流事業 

・ 内 容    精神障がいのある当事者間の交流と社会参加の促進のた 

め、レクリエーション活動を実施する。 

 

◎地引網とバーベキュー大会について 

：神奈川県精神障害者地域生活支援団体連合会の湘南・ 

西湘ブロックと合同で、地引網とバーベキューを通 

じた交流会を企画し、２０１９年１０月１２日に開催す  

る予定だったが、雨天により中止した。 

 ３年連続の中止となっているため、次年度は台風の影

響を受けない６月６日（入梅前）の実施を計画したが、

新型コロナウィルスの影響で秋への延期を検討してい

る。 

        

◎２０２０年３月６日にボーリング大会の開催を予定してい  

たが、新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から、開

催を延期した。２０２０年度の早い時期に開催を計画する。 

 

（６）その他、第 3 条の目的を達成するために必要な事業 

       特になし 


